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高
市
総
理
の
所
信
表
明
演
説
で
は
、
「
成
長
率
の
範
囲
内
に
債
務
残
高
の
伸
び
率
を
抑
え
、
政
府
債
務
残
高
の
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比

を
引
き
下
げ
て
い
く
」
と
さ
れ
た
が
、 

一 

こ
の
方
針
は
、
「
ド
ー
マ
ー
条
件
（
名
目
成
長
率
＞
長
期
金
利
）
が
満
た
さ
れ
て
い
れ
ば
借
金
は
収
束
の
方
向
」
と
い
う

考
え
が
前
提
と
理
解
し
て
良
い
か
。 

二 

「
引
き
下
げ
て
い
く
」
と
い
う
意
味
は
、
年
々
引
き
下
げ
て
い
く
と
い
う
こ
と
か
。
経
済
状
況
等
諸
般
の
情
勢
に
鑑
み
、

単
年
度
で
は
な
く
複
数
年
度
で
「
引
き
下
げ
て
い
く
」
と
言
う
な
ら
、
ど
う
い
う
基
準
を
設
定
し
て
、
財
政
の
持
続
可
能
性

の
確
保
や
市
場
の
信
認
を
得
て
い
く
の
か
。 

三 

プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
（
基
礎
的
財
政
収
支
）
黒
字
化
の
単
年
度
目
標
は
放
棄
す
る
と
い
う
こ
と
で
良
い
か
。
そ
の
場

合
、
「
複
数
年
度
で
の
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
管
理
」
と
は
、
ど
う
管
理
し
て
い
く
の
か
。 

四 

そ
も
そ
も
政
府
債
務
残
高
と
い
う
指
標
は
ス
ト
ッ
ク
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
そ
れ
は
フ
ロ
ー
で
あ
る
。
政
府
債
務
残
高
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比

が
世
界
基
準
で
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
が
、
そ
も
そ
も
、
分
母
が
フ
ロ
ー
、
分
子
が
ス
ト
ッ
ク
で
、
財
政
の
健
全
性
の

判
断
に
ど
れ
ほ
ど
の
意
味
が
あ
る
と
い
う
の
か
。
比
べ
る
な
ら
、
フ
ロ
ー
同
士
、
ス
ト
ッ
ク
同
士
で
比
較
す
べ
き
で
は
な
い



 

２ 

 

か
。 

五 
そ
の
意
味
で
、
確
か
に
政
府
債
務
残
高
は
一
三
〇
〇
兆
円
超
あ
る
が
、
一
方
で
、
「
日
本
の
保
有
資
金
」
「
日
本
の
支
払

い
能
力
」
を
見
れ
ば
、
経
済
の
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
ル
は
強
固
で
あ
る
。
そ
の
証
拠
に
、
Ｃ
Ｄ
Ｓ
（
ク
レ
ジ
ッ
ト
・
デ
フ
ォ
ル

ト
・
ス
ワ
ッ
プ
）
は
、
直
近
で
〇
・
二
、
財
政
の
健
全
性
で
評
価
さ
れ
て
い
る
ド
イ
ツ
に
次
い
で
低
い
水
準
に
あ
る
。
ど
こ

が
日
本
の
財
政
は
破
綻
寸
前
な
の
か
。
ギ
リ
シ
ャ
の
財
政
よ
り
悪
い
の
か
。
こ
の
ま
ま
行
け
ば
ト
ラ
ス
シ
ョ
ッ
ク
の
二
の
舞

に
な
る
の
か
。
総
理
の
見
解
如
何
。 
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収
支
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円
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右
質
問
す
る
。 


